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表紙の写真

山陰近畿自動車道
岩美道路

現在、浦富ＩＣから東浜
ＩＣ間を工事中。
令和４年度内の開通を目
指しています。
鳥取県東部と兵庫県北部
を結ぶ人流・物流の大動
脈の県内区間全線開通に
向けて大きく前進します。
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とっとり県議会だより

四
期
目
の
総
仕
上
げ
に
向
け
て

問
平
井
県
政
四
期
目
の
最
終
年
度
に

向
け
、当
初
予
算
の
編
成
方
針
を
伺
う
。

答
就
任
以
来
最
大
規
模
の
予
算
。
ま

ず
は
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
命
や
健
康
を
守

り
抜
き
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
産

業
や
雇
用
を
力
強
い
成
長
軌
道
に
乗
せ

る
。
脱
炭
素
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
を
念
頭

に
人
の
絆
を
生
か
し
た
安
全
安
心
を
形

成
し
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
回
復
し
た
ふ
る

さ
と
鳥
取
県
を
つ
く
り
直
し
た
い
。

問
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
第
六
波
対
応
の

総
括
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

答
飲
食
店
街
で
感
染
拡
大
し
た
デ
ル

タ
株
と
異
な
り
、
第
六
波
は
子
ど
も
を

中
心
に
広
が
っ
た
。
特
命
チ
ー
ム
で
感

染
拡
大
に
網
を
か
け
、
子
ど
も
や
重
症

藤
縄
　
喜
和 

議
員

選
挙
区

 

鳥
取
市

代
表
質
問

鳥
取
県
議
会
自
由
民
主
党

を
延
長
し
て
県
内
地
元
観
光
を
促
す
ほ

か
、
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向
の
旅
を
育
て
て

い
き
た
い
。

問
コ
ロ
ナ
禍
は
逆
に
オ
ン
ラ
イ
ン
交

流
な
ど
一
層
の
相
互
理
解
を
深
め
る
契

機
に
な
っ
た
。
台
湾
は
じ
め
親
交
あ
る

地
域
と
の
交
流
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

答
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
心
を
温
め
合
う

こ
と
が
で
き
、
日
台
の
友
好
親
善
協
会

を
ベ
ー
ス
に
鳥
取
・
台
湾
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
新
展
開
を
迎
え

た
。
台
中
や
台
南
と
の
人
的
交
流
や
観

光
物
産
Ｐ
Ｒ
な
ど
様
々
な
形
で
交
流
を

深
め
た
い
。
一
方
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
を
踏
ま
え
ロ
シ
ア
と
の
交
流

予
算
は
凍
結
す
る
。

問
東
京
オ
リ
パ
ラ
で
結
実
し
た
競
技

力
向
上
や
指
導
体
制
を
次
の
パ
リ
五
輪

や
そ
の
先
に
繋
げ
る
た
め
の
課
題
は
。

答
選
手
強
化
支
援
や
組
織
的
な
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
功
を
奏
し
た
。
コ
ー
チ
の

活
動
継
続
を
保
障
す
る
な
ど
今
後
へ
結

び
付
け
て
い
き
た
い
。

問
安
全
協
定
締
結
か
ら
十
年
に
及
ぶ

交
渉
で
原
子
炉
停
止
要
求
も
で
き
る
権

限
が
得
ら
れ
た
。
協
定
改
定
と
再
稼
働

に
向
け
た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
安
全
協
定
は
米
子
・
境
港
両
市
の

了
解
が
整
い
、
中
国
電
力
か
ら
島
根
県

と
同
じ
扱
い
と
の
確
認
を
取
っ
て
改
定

し
た
い
。
再
稼
働
に
つ
い
て
は
安
全
対

策
協
議
会
な
ど
住
民
意
見
や
両
市
の
最

終
判
断
、
原
子
力
安
全
顧
問
の
専
門
的

見
地
を
踏
ま
え
判
断
す
る
こ
と
に
な

る
。

問
不
登
校
児
童
生
徒
数
が
高
止
ま
り

す
る
中
、
子
ど
も
た
ち
の
社
会
的
自
立

支
援
に
向
け
て
教
育
現
場
だ
け
で
な
く

広
い
視
点
で
の
取
組
が
重
要
。

答
（
教
育
長
）
コ
ロ
ナ
禍
を
含
め
人

と
の
繋
が
り
が
希
薄
な
現
代
社
会
だ
か

ら
こ
そ
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
大
人

な
ど
多
く
の
人
と
関
わ
っ
て
自
分
の
生

き
方
を
考
え
る
機
会
を
つ
く
り
、
育
ち

を
支
え
て
い
き
た
い
。

問
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
（
警
察
本
部
長
）
飲
酒
運
転
の
死

亡
事
故
率
が
飲
酒
な
し
の
約
８
倍
と
の

統
計
も
あ
る
。
飲
酒
運
転
は
極
め
て
危

険
で
悪
質
な
犯
罪
行
為
。
事
故
実
態
の

広
報
や
取
締
り
、
職
域
の
交
通
安
全
教

育
な
ど
で
規
範
意
識
確
立
を
図
り
た

い
。

化
し
や
す
い
高
齢
者
を
守
る
こ
と
を
重

点
に
置
い
た
。
今
後
小
児
科
の
協
力
を

得
て
圏
域
ご
と
に
小
児
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
進
め
て
い
く
。

問
高
齢
化
が
進
む
中
山
間
地
域
の
集

落
で
、
生
活
機
能
を
維
持
し
、
地
域
社

会
を
存
続
す
る
た
め
の
対
策
は
。
現
行

の
支
援
制
度
は
実
態
に
即
し
て
い
る
か
。

答
県
内
の
山
間
集
落
調
査
で
は
86
％

の
方
が
住
み
続
け
た
い
と
回
答
。
買
い

物
や
医
療
、
交
通
な
ど
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
対
策
に
は
地
域
で
支
え
合
う
共
助
組

織
づ
く
り
が
重
要
。
中
山
間
地
で
の
暮

ら
し
が
持
続
可
能
に
な
る
工
夫
や
サ

ポ
ー
ト
強
化
を
図
る
。
支
援
事
業
の
執

行
に
当
た
っ
て
は
、
県
庁
組
織
の
改
善

な
ど
、在
り
方
を
含
め
再
検
討
し
た
い
。

問
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
観
光

誘
客
と
地
域
経
済
復
興
の
展
望
は
。

答
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
で
は
♯

Ｗ
ｅ
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
観

光
事
業
支
援
が
停
止
と
な
り
、
事
業
者

の
息
の
根
を
止
め
る
と
の
懸
念
が
あ

る
。
♯
Ｗ
ｅ
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ス
ポ
ー
ツ
振
興

島
根
原
発
の
再
稼
働
判
断

自
立
に
向
け
た
子
ど
も
の
育
成

交
通
事
故
防
止
対
策

国
際
交
流
の
再
開

人
口
減
少
時
代
の
集
落
の
存
続

観
光
誘
客
の
推
進

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
克
服 一

般
質
問

代
表
質
問

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果
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知
事
の
理
想
の
日
本
、
鳥
取
県

問
世
界
の
中
で
日
本
の
理
想
の
姿
、

日
本
の
中
の
理
想
の
鳥
取
の
姿
と
は
。

答
世
界
と
連
帯
し
て
民
主
主
義
を
守

る
。
鳥
取
県
は
絆
を
結
び
合
う
力
が
大

き
い
。
真
の
豊
か
さ
は
大
国
と
い
う
こ

と
で
な
く
小
さ
な
鳥
取
県
に
こ
そ
あ

る
。

問
経
済
学
者
の
佐
伯
啓
思
氏
は
新
自

由
主
義
に
つ
い
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市

場
競
争
、
果
て
し
な
い
競
争
に
の
め
り

込
み
、
効
率
、
自
己
責
任
、
能
力
主
義

が
支
配
す
る
世
界
に
囲
い
込
ま
れ
て
い

る
。
気
に
食
わ
な
い
者
を
誹
謗
し
実
に

不
寛
容
な
社
会
。
社
会
は
人
間
交
際
の

場
、
顔
の
見
え
る
繋
が
り
で
、
そ
こ
に

倫
理
や
道
徳
が
成
立
す
る
。」
と
論
評

し
て
い
る
。
知
事
の
所
感
を
。

答
的
を
射
て
お
り
、
岸
田
総
理
の
新

尾
崎
か
お
る 

議
員

選
挙
区

 

鳥
取
市

代
表
質
問

会
派
民
主

問
私
立
幼
稚
園
で
の
熱
傷
事
故
の
第

三
者
委
員
会
報
告
書
の
所
見
を
問
う
。

答
熱
傷
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
く
誤
っ
た

初
期
対
応
、
園
児
の
行
動
に
対
す
る

誤
っ
た
認
識
、
職
員
が
付
き
添
わ
ず
受

診
さ
せ
、
保
護
者
対
応
に
も
誠
意
が
み

ら
れ
な
い
等
が
課
題
。
県
の
対
応
も
、

国
へ
の
報
告
に
１
ヵ
月
も
要
し
た
上
、

園
へ
の
指
導
、助
言
が
不
十
分
だ
っ
た
。

当
該
園
に
は
改
善
の
骨
組
み
と
し
て
欲

し
い
。
県
も
役
割
の
見
え
る
化
、
明
確

化
、
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
る
。

問
報
告
書
に
滅
多
に
な
い
意
見
書
が

つ
い
た
。
熱
傷
事
故
の
７
ヵ
月
後
に
も

骨
折
事
故
で
同
じ
対
応
が
な
さ
れ
た
。

良
く
な
る
よ
う
に
指
導
し
て
頂
き
た

い
。

答
２
月
に
行
政
検
査
、
調
査
に
入
っ

た
。
子
ど
も
の
安
全
、
健
康
を
最
優
先

に
意
識
改
革
、
組
織
の
あ
り
方
を
考
え

る
よ
う
指
導
中
。
そ
の
他
の
施
設
に
も

普
及
さ
せ
る
た
め
安
全
管
理
研
修
、
安

全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
す
る
。

問
50
周
年
を
機
に
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

の
つ
も
り
で
改
修
を
。

答
ト
イ
レ
洋
式
化
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
遊
具
（
※
）
等
も
検
討
す
る
。
趣
き

が
変
わ
り
興
味
を
持
て
る
も
の
を
考
え

る
。

問
鳥
取
市
が
美
術
館
建
設
を
行
う
際

は
県
が
支
援
す
る
と
い
う
議
会
の
附
帯

意
見
を
踏
ま
え
、
東
部
の
美
術
振
興
、

県
立
博
物
館
の
役
割
に
つ
い
て
聞
く
。

答
新
し
い
美
術
館
は
足
し
算
。
博
物

館
の
美
術
機
能
提
供
を
約
束
す
る
。
市

が
美
術
館
整
備
の
際
に
は
支
援
す
る
。

問
育
児
休
業
法
改
正
で
雇
用
期
間
１

年
未
満
労
働
者
の
育
休
取
得
、
産
後
パ

パ
育
休
が
取
得
可
能
に
。
対
応
は
。

答
勤
務
１
年
以
上
の
要
件
を
撤
廃
す

る
条
例
改
正
を
す
る
。
民
間
企
業
へ
も

Ｐ
Ｒ
す
る
。

問
男
性
の
性
暴
力
被
害
者
対
応
は
。

答
（
警
察
本
部
長
）
男
性
捜
査
員
、

病
院
・
捜
査
の
付
添
い
、
医
療
費
等
の

公
費
負
担
等
被
害
男
性
に
配
慮
す
る
。

24
時
間
相
談
専
用
電
話
＃
８・
１・
０・
３・

（
ハ
ー
ト
さ
ん
）
を
設
置
し
て
い
る
。

問
農
業
の
場
合
、
家
族
協
定
が
あ
り
、

労
働
・
対
価
・
役
割
な
ど
を
見
え
る
化

し
、
皆
が
経
営
に
関
わ
る
意
識
を
持

つ
。
商
工
業
で
も
家
族
の
意
識
改
革
を

し
、
自
営
業
の
女
性
が
よ
り
良
い
環
境

で
働
く
た
め
同
様
の
取
組
を
し
て
は
ど

う
か
。

答
商
工
と
農
業
は
法
規
制
が
違
い
、

そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し
て
も
ら
う
の
が
良

い
。モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
横
展
開
を
図
る
。

し
い
資
本
主
義
に
通
じ
る
。
近
年
、
株

主
至
上
主
義
で
、
新
自
由
主
義
的
な
傾

向
が
広
が
り
す
ぎ
て
い
る
。
従
業
員
、

困
っ
て
い
る
人
、
地
域
等
に
も
責
任
を

持
つ
の
が
資
本
主
義
の
新
し
い
姿
。

問
病
院
も
多
大
な
努
力
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
亡
く
な
っ
た
患
者
の
家
族
が

悔
し
く
悲
し
い
思
い
を
し
た
。
真
摯
に

親
身
に
対
応
し
て
く
れ
た
転
院
先
と
は

異
な
り
、
最
初
の
病
院
は
対
応
の
差
が

あ
り
無
念
だ
っ
た
ろ
う
と
思
う
。
格
差

が
無
い
よ
う
要
望
す
る
。

答
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
。
色
々
な
病
院
が
あ
り
レ
ベ

ル
の
差
が
あ
る
。
症
例
の
見
方
、
治
療

法
な
ど
の
研
修
、
鳥
大
病
院
と
ネ
ッ
ト

で
対
処
法
を
話
す
な
ど
体
制
を
取
る
。

問
Ｒ
３
年
度
県
予
算
は
ピ
ー
ク
時
よ

り
一
千
億
円
減
っ
て
い
る
。
ど
ん
な
視

点
で
県
財
政
と
向
き
合
っ
て
き
た
か
。

答
借
金
を
減
ら
し
た
こ
と
が
大
き
い
。

商
工
関
係
融
資
を
利
子
補
給
式
に
し
県

庁
舎
改
築
を
や
め
た
。
財
政
健
全
化
と

積
極
的
な
県
政
運
営
で
二
兎
を
追
う
。

鳥
取
砂
丘
こ
ど
も
の
国

東
部
の
美
術
振
興
に
つ
い
て

ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
軸
に

幼
児
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
の
病
院
格
差
是
正

財
政
に
つ
い
て

※インクルーシブ遊具…障がいの有無を問わず誰もが遊べる遊具

一
般
質
問

代
表
質
問

常
任
委
員
会
活
動

議
決
結
果
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問 専門部署の新設を高く評
価したい。この新しい組織の
人員の規模感、期待する効果
を伺う。
答 サイクルツーリズム振興
室を県庁の中に設置。正職
員として６名、さらに各部局
と連携するため、兼務で６名
を配置したい。鳥取県庁とし
てはそこそこの規模感を持た
せていただいた。併せてサイ
クルツーリズム振興監を設置
し、観光交流と一体となりな
がら、令和３年度内にナショ
ナルサイクルルート指定に向
けた準備にめどをつけてまい
りたい。

問 ①約三割である登山届の
提出率を向上させるべき。ま
た、登山での遭難防止のため、
スマホを活用したウェブやア
プリによる登山届提出を増や
すべき②米価下落対策のため
米の消費拡大を。水田活用の
直接支払交付金の新制度に対
し、「農業やめる」という悲
鳴を聞いた。国には、鳥取県
の農家の声が届いていない。
答 ①（警察本部長）登山ア
プリ活用を検討しつつ、遭
難防止対策を推進する②星空
舞等メディア戦略を考える。
JAグループ等、農業者の御
意見を国に届ける。

問 新年度当初予算にとっと
りサウナツーリズム推進事業
が提案されたが、コロナで傷
んだ県内温泉地や観光業界の
再生に向けて、サウナをどう
位置づけ、活用していかれる
のか、知事の意気込みを伺う。
答 １月から関係者による意
見交換の場を設けているが、
サウナは鳥取らしい旅につな
がるという提案がある。サウ
ナの設備整備の助成制度も予
算に盛り込んだ。新年度、鳥
取砂丘でサウナＰＲイベント
を行うなど、サウナ旅を盛り
上げていきたい。

問 ①国民保護に際し、計画
どおり機能するための訓練は
行うのか②希望をかなえる不
妊治療を進めるため、国のさ
らなる見直しが必要。知事会
から改善を求めては③高校魅
力化事業を進めるには、学校
と市町村・地域・関連団体の
連携が重要。体制が整えば連
携し推進するのか。
答 ①図上・実動訓練を市町
村・住民の協力のもと行い
たい②知事会から要望する③

（教育長）地域との結びつき
は非常に大きな意味合いを持
つ。キャッチボールを行いど
んどん進めたい。

問 持続可能な地域社会の中
で、誰一人取り残されず、全
ての人がデジタル化の恩恵を
享受でき、心豊かな暮らしを
実現する共生社会への本県の
取組は。
答 あいサポート運動を展開
する本県らしく、デジタル田
園都市国家構想の中で大手企
業とタイアップして、開発中
のAIを活用した簡単に手話通
訳ができるようなシステムの
実証実験など、それぞれの障
がいに応じた情報アクセシビ
リティ（※）のモデル事業を
展開しながら地域共生社会の
実現の一助としたい。

問 ①飲食のクーポン、今後
発行を②島根原発安全協定
の立入調査権と措置要求権の
行使判断は③鳥取空港のコン
セッションは、空の駅化への
情熱、地域貢献、地域振興の
意思・意欲があるのかを判断
材料にすべき。
答 ①感染の状況を見て、速
やかにスタートしたい。＃Ｗ
ｅＬｏｖｅのクーポン券の４
月以降の延長も検討する②
ルールを米子・境港と詰め、
共同で運用していく③地域、
空港の賑わいづくり、地元企
業の参画、地域貢献という要
素を加えて公募する。

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

選挙区  鳥取市
会　派  公明党

デジタル化による共生
社会の実現について

飲食支援、原発問題
空港コンセッション

※情報アクセシビリティ…パソコンやスマートフォンなどによる情報の受け取りやすさ

島谷　龍司
議員

銀杏　泰利
議員

選挙区  八頭郡
会　派  自由民主党

選挙区  東伯郡
会　派  自由民主党

福田　俊史

語堂　正範

サウナツーリズム推進
事業について

①国民保護②不妊治療
③高校魅力化

選挙区  米子市
会　派  自由民主党

選挙区  鳥取市
会　派  会派民主

松田　正

坂野経三郎

サイクルツーリズム
推進に向けた組織改正

遭難事故から命を守る
農家所得の減少を防ぐ

議員

議員

議員

議員

一般質問
　2月定例会では、　24人の議員が一般質問を
行いました。
　本紙では、各議員の質問の中から、質問と
答弁の要旨を掲載します。
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問 ①コロナ無料検査継続。
施設病院職員に無料検査を②
次のコロナ業者支援③後期高
齢者医療保険料上げるな④水
田交付金減額中止と米価補填
⑤島根原発再稼働NOを⑥ロ
シアが核使用発言。国に核兵
器禁止条約参加求める⑦30
人学級学年選択可能に。
答 ①継続。職員は全額補助
②柔軟に対応③年8,449円上
がる④必要に応じ要望。補
填考えてない⑤精細検討加え
判断⑥ヒバクシャ国際署名を
行った。こうした声がプーチ
ン大統領動かす事願う⑦（教
育長）弾力的運用可能。

問 ①除雪で積み上がった雪
をロータリー車で取りのぞく
よう県で用意できないか②家
庭的な雰囲気の中で愛情深く
育てる里親の委託率を上げる
べきでは。
答 ①県の除雪機械は国交付
金を活用しており制度上貸し
出し出来ない。町などが導入
されるのであれば応援させて
いただく②養護施設からの移
行は世界の趨勢で、県でも令
和６年までに里親委託40％
を目標に増やす方向だが、丁
寧に無理なく環境を整えなが
ら移行させていくことが大
切。

問 ①耐震設計基準となる地
震動820ガルは妥当か②新基
準への適合以外に、県民を守
るために必要な対策を抽出、
要望し、原発を動かす覚悟と
責任を、国と中国電力に確認
してほしい。
答 ①２号機立地岩盤の地下
構造も調査して設定され、県
の原子力安全顧問に、地震規
模や耐震設計の安全性を確認
いただいた。今後の新知見
は反映してもらう②全く同意
だ。機械的承認ではなく、様々
な知見を結合し判断する。ど
んな災害、テロにも、守り切
ることを求める。

問 ①県主導で歴史資産を活
用した観光戦略を打ち出すべ
き②博物館側ルート石垣等の
早急な修繕を③VR・AR（※）・
QRコード等ICTの活用を④
鳥取森林管理署跡地を鳥取城
跡の駐車場に。
答 ①お城を素材に観光誘客
に繋げ、他県や県内との連携
も積極的に展開していきたい
②新年度応急対策をしようと
今動いている③国庫補助に県
も上乗せ補助し、史跡保存活
用整備事業としてできるよう
になった。鳥取市に仕組みを
紹介したい④賛成だ。鳥取市、
林野庁と協議したい。

問 ５類への見直しも含めて、
感染対策の出口の議論の時期
だと考えている。国内外でコ
ロナによる規制の撤廃など対
策を緩める動きが出始めてい
ることをどう受け止めている
のか？
答 多くの国民は５類になっ
てもかえって不安になり、ま
ちに出なくなるかもしれない
ので、その議論は冷静に感染
症の現実に即してやればい
い。むしろ経済社会を動かす
ための出口戦略、ウィズコロ
ナ戦略をシステマチックに考
えることが大事になってくる
と思う。

問 障がい者の就業機会の確
保と工賃向上等を更に推進す
るためには、県内だけの取組
では限界があると考える。他
県とのネットワークを構築
し、情報交換、人材育成に取
り組む必要があると考えるが
知事に問う。
答 鳥取県障害者就労事業振
興センターの働きかけによ
り、県境を越えてノウハウを
共有したり、人材育成などを
やっていこうという趣旨の
ネットワークがこのたび作ら
れた。単県では難しい事案も
あるので、地域間連携も重視
し、取り組みたい。

選挙区  倉吉市
会　派  自由民主党

選挙区  鳥取市
会　派  公明党

新型コロナウイルス
感染症対策の出口

障がい者の就労支援、
工賃向上等推進強化を

※ VR・AR…VR（Virtual Reality）は仮想空間を体験できるデジタル技術、AR（Augmented Reality) は現実世界にデジタル情
報を付加し表示させる技術

川部　洋
議員

濵辺　義孝
議員

選挙区  倉吉市
会　派  会派民主

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

興治　英夫

常田　賢二

島根原発２号機の新規
制基準適合と安全対策

鳥取城跡について

選挙区  鳥取市
会　派  無所属

選挙区  八頭郡
会　派  自由民主党

市谷　知子

西川　憲雄

コロナ、水田交付金、
島根原発、30人学級

除雪にロータリー車を
里親の委託率の向上を

議員

議員

議員

議員

一般質問
議事録の全文は、県議会ホームページからご
覧になれます。

※掲載に時間がかかる場合があります。

鳥取県議会議事録
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問 ①EEZ周辺環境が厳しく、
生産者は安心して操業が出
来ない。国際間での協議を進
めるよう国に働きかけるべき
②フロン製造中止に伴う冷凍
設備について、県の対応は？
③小中学校におけるタブレッ
トの利用に関して、最大限有
効活用出来るよう県内統一の
ルールを作るべき。
答 ①新年度の国への要望の
際、漁業秩序の確立を提供し
ていく②共同利用を含めたプ
ロジェクトを関係者間で議論
する③（教育長）持ち帰りの
可否や出席の扱いを市町村と
検討していく。

問 ①ＪＲ米子支社の機能が
存続するよう76億円の事業
を実施。支社存続の覚書が必
要ではないか②ロシアによる
原発攻撃を受け、国際ルール
順守と武力攻撃を想定した
避難計画の策定を全国知事
会で訴えてはどうか。また、
UPZ30キロエリア内の休業
補償等を国に対して求めた上
で避難訓練を実施しては。
答 ①支社存続が事業目的で
はないが、やり取りを確認し
ながら記録を残す②全国知事
会でも議論する。一定の想定
のもとで効率的な訓練実施が
必要となる。

問 ①災害の激甚化に伴い、
消防団に求められる役割が多
様化する中で、団員減少や平
均年齢上昇などの課題への対
応は②青谷上寺地遺跡は令和
５年のプレオープンに向け整
備が進む。周辺地域の活性化
への取組は。
答 ①市町村に消防団の崇高
な役割をご理解いただき、処
遇改善を働きかけたい②弥生
の王国青谷フェスタなど地元
気運の盛り上げや観光事業
者等による歴史ツアー造成な
ど、日本人のルーツかもしれ
ない本県を満喫してもらえる
よう模索したい。

問 義務教育の未修了者や形
式卒業者、外国籍の人が学べ
る県立夜間中学は令和６年の
開校を目指している。これか
らの時代、外国籍の人の受け
入れにどのような意義がある
と考えるのか。
答 日本の基礎的な教育も当
事者の外国人の方々も望ん
でいる。日本はまだここが弱
いと思う。ボーダレスの時代
が進んでいく国際社会の中で
しっかりとした経済成長、社
会の発展を得ることはできな
い。教育を受けるトータルな
場として夜間中学には大きな
効果があると思う。

問 平成24年に通学路におけ
る緊急合同点検等実施要綱が
制定され、鳥取県は、国、県、
市町村合同で通学路における
安全対策を実施している。令
和３年度の要対策箇所460か
所の対応状況、対策整備の進
捗を伺う。
答 県管理の109か所のうち
107か所は対応済み。市町村
によっては進み具合に課題が
あるとも率直に感じるところ
で、改めてその市町村や国に
対策の重要性について働きか
けたい。

問 ①県営発電施設の民間譲
渡に向けて専門家の知見を入
れながら可能性について詳細
に分析すべき②県と外郭団体
や出資法人との関係を抜本的
に見直すべき③情報センター
の株式も含め政策上保有の必
要性が低い有価証券は積極的
に売却すべき。
答 ①民営化や事業譲渡等も
含めて検討を進めていく②
出資や株の保有について点検
をさせていただく③様々な出
資関係について歴史的経緯は
あるが見直しを図っていきた
い。

選挙区  米子市
会　派  自由民主党

選挙区  米子市
会　派  自由民主党

通学路における
安全対策について

デジタル時代の自律的
行財政改革について

内田　隆嗣
議員

野坂　道明
議員

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

選挙区  米子市
会　派  公明党

中島　規夫

澤　紀男

消防団の体制強化
青谷上寺地遺跡の活用

県立夜間中学の開校
について

選挙区  境港市
会　派  自由民主党

選挙区  米子市
会　派  無所属

浜田　一哉

山川　智帆

水産業の振興
教育行政の諸課題

ＪＲ米子支社の存続担
保・原発の安全担保

議員

議員

議員

議員

一般質問
会派正式名称

【自由民主党】  鳥取県議会自由民主党
【会 派 民 主】  会派民主
【公　明　党】  公明党鳥取県議会議員団
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問 学校の魅力化のポイント
は、高校生が「学校が楽しい」
と感じることではないか。学
ぶということは、本来楽しい
ものだ。その視点を魅力化に
入れるべき。また、魅力化の
議論に高校生を参画させるこ
とも重要ではないか？
答 （教育長）学校の魅力化
の視点に生徒たちの声や思い
を入れ込んでいくことも大事
な視点。生徒たちが主語にな
る、３年間この学校に通って
楽しかったと後輩たちに伝え
ていける、周囲に発信できる、
そんな学校づくりに向けて取
り組む。

問 ①同行援護における県の
役割は②従業者不足のため研
修の拡充工夫が必要。夏休み
等に医療福祉系の学生等に受
講を呼びかけ協力連携を求め
ては？学校側は快諾した。県
が受講料負担を③同行援護と
介護報酬の差25％を県と市
町村で助成しては。
答 ①研修をテコ入れし人材
育成する②充実した研修が
できるよう全県的体制を再調
整する。社会貢献のやり方を
現場と検討。（教育長）呼び
かけたい③実情に合った制度
設計を国に要請する。ボラン
ティアも組み合せる。

問 第５波までと第６波で致死
率は40分の１に低下。オミクロ
ンは感染力が強いので、当然感
染者は増える。重症化リスクの
高い高齢者等の接種が進んだ
今、警報基準を見直すべきでは。
答 オミクロン株が一通り収
束した段階で、ウイルスに応
じた警報基準の設定があるの
かも知れないのでよく考えて
いきたい。
問 いじめの加害者がカウン
セリングを受けた例はわずか
1.6％。もっと丁寧に加害者
対応すべき。
答（教育長）同感。対応マニュ
アルに十分記載ない。取り組む。

問 総務省消防庁の消防力整
備指針に対する本県の消防職
員の充足率は、低いまま推移
している。今後激甚化する災
害に迅速に対応するため、消
防職員の増員等の消防体制の
強化が課題と認識する。
答 一定程度の消防力は確保
されていると思うが、災害の
形態、コロナ救急搬送等ニー
ズも変わり、消防職員の採用
や研修等のレベルアップにつ
いて、今後も東・中・西の３
消防局と協調して消防力の強
化に県も協力させていただき
たい。

問 ①全国の賛同者が提案す
る「淀江回廊」構想と青谷上
寺地遺跡をドッキングさせ、
鳥取県の財産として発信され
たい②持続可能な鉄道、公共
交通を模索すべき。道路偏重
の公共投資の是正を国へ提起
すべき。
答 ①「淀江回廊」構想に敬
意を表す。「とっとり弥生の
王国」の大きなスポットとし
て構想を応援する②ＪＲの地
方路線経営は制度的支援が必
要と国交大臣に要望。今後も
そうした観点で政府に要求し
ていく。

問 ①今回の予算編成に当た
り、どこに力点を置いたか②
地域の小学校に入学を希望す
る医療的ケア児も増えていく
が医療と福祉と教育が連動し
て包み込むような本県らしい
対応を。
答 ①新型コロナを抑え命と
健康を守り抜き、産業や雇
用、ふるさとを再構築して安
心安全な本県にふさわしい穏
やかな地域社会を考えていく
②（教育長）障がいのある子
も含めて共に学び共に遊び、
共に受け入れる社会への大き
な一歩となるよう環境を整え
しっかり支援していく。

選挙区  西伯郡
会　派  会派民主

選挙区  鳥取市
会　派  自由民主党

古代淀江遺跡回廊構想
公共交通と地域の存続

新年度予算編成と特
別支援教育のあり方

福間　裕隆
議員

浜崎　晋一
議員

選挙区  鳥取市
会　派  無所属

選挙区  倉吉市
会　派  無所属

福浜　隆宏

由田　隆

新型コロナ“致死率”
いじめ“加害者対応”

県内の地域消防力強化
に向けて（常備防災）

選挙区  米子市
会　派  会派民主

選挙区  米子市
会　派  会派民主

森　雅幹

西村　弥子

学校魅力化について

視覚障がい者の同行
援護従業者の拡充

議員

議員

議員

議員

一般質問
【答弁者説明】
答弁者は、記載のないものは知事（各部局長
の答弁も含む）。教育長、警察本部長は知事の
部局ではないため、別に表記した。
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　鳥取県議会には４つの常任委員会があり、定例会中の付
託案件の審査に加え、閉会中も継続審査や現地調査、勉強
会などの活動を続けています。常任委員会活動

◎２月定例会審査結果（議案）
　本委員会所管の令和４年度鳥取県一般会計
予算など23議案について、全会一致で、原案
のとおり可決すべきものと決定した。
◎２月定例会審査結果（陳情）
　新たに提出された陳情３件を審査し、この
うち鳥取県におけるパートナーシップ制度の
制定を求める陳情は、同性パートナーシップ
制度という形によらず、実質的に同性パート
ナーも等しく県の行政サービスを受けられる
よう取組を行っていること、住民にとって最
も身近な自治体である市町村の今後の判断を
見守ることが相当と考えることから、委員に
よる採決の結果、「不採択」と決定した。

総務教育常任委員会

農林水産商工常任委員会

福祉生活病院常任委員会

◎２月定例会審査結果（議案）
　令和４年度鳥取県一般会計予算など16件の
議案審査を行い、全て原案どおり可決すべき
ものと決定した。なお、ロシアのウクライナ
侵攻を踏まえ、ロシアとの文化交流事業は予
算執行の一時保留など適切な方策を講じるよ
う附帯意見を付した。また、新型コロナ対策
のため、先議議案に関して都道府県議会では
初のオンラインでの採決を実施した。
◎２月定例会審査結果（陳情）
　陳情２件のうち島根原子力発電所２号機の早
期再稼働の了解を求める件については、世界で
最も厳しい規制基準に適合したこと、「安全協
定」に原子炉運転停止を含む権利が認められ
たこと、電力安定供給が日常生活や経済活動に
不可欠であることなどから「採択」と決定した。

◎２月定例会審査結果（議案）
　令和４年度鳥取県一般会計予算など17議案
の審査を行い、いずれも原案どおり可決すべき
ものと決定した。なお、ロシアのウクライナ侵
攻を踏まえ、ロシアビジネス拠点化構築事業の
予算執行を一時保留するなど適切な方策を講じ
るよう附帯意見を付した。
◎２月定例会審査結果（陳情）
　陳情２件のうち、最低賃金の改善と中小企業
支援の拡充を求める件について、令和３年度の
鳥取県最低賃金は、29円引き上げた821円に
改正され、同年10月から雇用形態に関わらず、
県内の事業所で働く全ての労働者に対して適用
されていること、また、国の中小企業支援策に
ついては、業務改善助成金の内容を拡充してい
ることから「不採択」と決定した。

地域づくり県土警察常任委員会

◎２月定例会審査結果（議案）
　本委員会所管の令和４年度鳥取県一般会計
予算など26議案について慎重に審査を行い、
全て原案どおり可決すべきものと決定した。
◎２月定例会審査結果（陳情）
　今回新たに提出された陳情２件を慎重に審
議し、いずれも「不採択」と決定した。このうち、
鳥取県高校生等通学費助成制度の拡充等を求
める陳情に関しては、現在、この制度により
通学費の自己負担額が他都道府県に比較して
低く抑えられていること、基準を超えて助成
する市町村にはさらに補助を拡充しているこ
となどから、制度拡充の検討を議会から執行
部に求めることは不要と捉え、「不採択」と決
定した。
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令和４年２月定例会付議案等議決結果（全会一致で議決された議案）

議案等
番号 件　　　名 議決

結果

附帯意見 （議案第１号関係）ロシア極東地域交流推進事業
及びロシアビジネス拠点化構築事業について 決定

② 令和４年度鳥取県用品調達等集中管理事業特別会
計予算 可決

③ 令和４年度鳥取県公債管理特別会計予算 可決

④ 令和４年度鳥取県給与集中管理特別会計予算 可決

⑥ 令和４年度鳥取県母子父子寡婦福祉資金貸付事業
特別会計予算 可決

⑦ 令和４年度鳥取県中小企業近代化資金助成事業特
別会計予算 可決

⑧ 令和４年度鳥取県就農支援資金貸付事業特別会計
予算 可決

⑨ 令和４年度鳥取県林業・木材産業改善資金助成事
業特別会計予算 可決

⑩ 令和４年度鳥取県県営林事業特別会計予算 可決

⑪ 令和４年度鳥取県県営境港水産施設事業特別会計
予算 可決

⑫ 令和４年度鳥取県沿岸漁業改善資金助成事業特別
会計予算 可決

⑬ 令和４年度鳥取県港湾整備事業特別会計予算 可決

⑭ 令和４年度鳥取県収入証紙特別会計予算 可決

⑮ 令和４年度鳥取県県立学校農業実習特別会計予算 可決

⑯ 令和４年度鳥取県育英奨学事業特別会計予算 可決

⑰ 令和４年度鳥取県天神川流域下水道事業会計予算 可決

⑱ 令和４年度鳥取県営電気事業会計予算 可決

⑲ 令和４年度鳥取県営工業用水道事業会計予算 可決

⑳ 令和４年度鳥取県営埋立事業会計予算 可決

� 令和４年度鳥取県営病院事業会計予算 可決

� 令和３年度鳥取県一般会計補正予算（第10号） 可決

� 令和３年度鳥取県公債管理特別会計補正予算（第
１号） 可決

� 令和３年度鳥取県国民健康保険運営事業特別会計
補正予算（第２号） 可決

� 令和３年度鳥取県中小企業近代化資金助成事業特
別会計補正予算（第１号） 可決

� 令和３年度鳥取県県営林事業特別会計補正予算
（第２号） 可決

� 令和３年度鳥取県県営境港水産施設事業特別会計
補正予算（第１号） 可決

� 令和３年度鳥取県港湾整備事業特別会計補正予算
（第１号） 可決

� 令和３年度鳥取県収入証紙特別会計補正予算（第
１号） 可決

� 令和３年度鳥取県育英奨学事業特別会計補正予算
（第１号） 可決

� 令和３年度鳥取県天神川流域下水道事業会計補正
予算（第２号） 可決

� 令和３年度鳥取県営病院事業会計補正予算（第４号） 可決

� 鳥取県基金条例の一部を改正する条例 可決

� 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例 可決

議案等
番号 件　　　名 議決

結果

� 鳥取県公益的法人等への職員の派遣等に関する条
例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県附属機関条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県民生委員定数条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県石綿健康被害防止条例の一部を改正する条
例 可決

� 鳥取県営境港水産物地方卸売市場の設置等に関す
る条例の一部を改正する条例 可決

� 警察職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改
正する条例 可決

� 鳥取県暴力団排除条例の一部を改正する条例 可決

� 工事請負契約（国道178号（岩美道路）橋梁上部工事（浦富高架橋）
（４工区）（補助））の締結についての議決の一部変更について 可決

� 財産を減額して貸し付けること（鳥取市人権交流プラ
ザ及び鳥取市中央人権福祉センター用地）について 可決

� 財産を減額して貸し付けること（鳥取バスターミ
ナル用地）について 可決

� 財産を減額して貸し付けること（鳥取県建設技術
センターの建物及び用地）について 可決

� 財産を無償で貸し付けること（グラウンド等用地）
について 可決

� 財産を無償で貸し付けること（倉吉市道用地）に
ついて 可決

� 財産を無償で貸し付けること（（元）鳥取緑風高
等学校敷地）について 可決

� 損害賠償に係る和解及び損害賠償の額の決定につ
いて 可決

� 鳥取県建設工事等入札制度基本方針の一部変更に
ついて 可決

� 権利の放棄（過年度分報酬過払返納金）について 可決

� 権利の放棄（鳥取県母子福祉資金貸付金償還金及
び違約金）について 可決

� 権利の放棄（鳥取県農業改良資金貸付金償還金及
び違約金）について 可決

�～� 権利の放棄（病院事業診療費）について 可決

� 県営土地改良事業等の施行に伴う市町村負担金に
ついての議決の一部変更について 可決

� 鳥取県税条例等の一部を改正する条例 可決

� 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県職員定数条例の一部を改正する条例 可決

� 鳥取県福祉のまちづくり条例の一部を改正する条
例 可決

� 病院局企業職員の給与の種類及び基準に関する条
例の一部を改正する条例 可決

� 包括外部監査契約の締結について 可決

� 鳥取県人事委員会委員の選任について 同意

�� 鳥取県収用委員会委員の任命について 同意

� 鳥取県男女共同参画推進員の任命について 同意

�～� 鳥取県廃棄物審議会委員の任命について 同意

➊ 鳥取県議会委員会条例の一部を改正する条例 可決

➋ ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議 可決

【凡例】　議案等番号…○数字は知事提出議案、●数字は議員提出議案
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自由民主党 自由民主党 会派民主 公明党 無所属
賛
成
者
数

反
対
者
数

表
決
者
数

議決
結果

語
堂　
正
範

常
田　
賢
二

川
部　
　
洋

松
田　
　
正

藤
井　
一
博

鹿
島　
　
功

山
口　
雅
志

安
田　
由
毅

中
島　
規
夫

福
田　
俊
史

藤
縄　
喜
和

斉
木　
正
一

浜
崎　
晋
一

西
川　
憲
雄

浜
田　
一
哉

内
田　
博
長

広
谷　
直
樹

内
田　
隆
嗣

野
坂　
道
明

島
谷　
龍
司

坂
野
経
三
郎

西
村　
弥
子

森　
　
雅
幹

尾
崎　
　
薫

浜
田　
妙
子

興
治　
英
夫

伊
藤　
　
保

福
間　
裕
隆

濵
辺　
義
孝

澤　
　
紀
男

銀
杏　
泰
利

山
川　
智
帆

福
浜　
隆
宏

由
田　
　
隆

市
谷　
知
子

議案等番号 件　　　　　　　名 議案に対する賛否

① 令和４年度鳥取県一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

⑤ 令和４年度鳥取県国民健康保険運営事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県手数料徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県警察手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 財産を無償で譲渡すること（県営住宅隼団地）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

❸ 国民の祝日「海の日」の７月20日への固定化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × 31 3 34 可決

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告に対する賛否

陳情４年- １
（子育て・人財）鳥取県高校生等通学費助成制度について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × 31 3 34 不採択

陳情４年- ２
（商工労働）

ゆうちょ銀行業務におけるユニバーサルサービスと利用者の利便性の維
持に係る意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 不採択

陳情４年- ３
（総務） 「とっとり電子申請サービス」の対象項目と、電子申請の活用について 不採択

（措置済） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 8 34 不採択 
（措置済）

陳情４年- ４
（危機管理） 島根原子力発電所２号機の早期再稼働の了解について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ × × 23 11 34 採択

陳情４年- ５
（商工労働） 最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書の採択について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × 24 10 34 不採択

陳情４年- ７
（危機管理）

原発災害時の屋内退避中の支援体制に関する住民への具体的な説明につ
いて

不採択
（措置済） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ × × 23 11 34 不採択 

（措置済）

陳情４年- ８
（総務） 鳥取県におけるパートナーシップ制度の制定について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × ○ × × 20 14 34 不採択

陳情４年- ９
（総務） 憲法第24条第１項の解釈を明確にするための意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × 24 10 34 不採択

陳情４年-10
（福祉保健） 国立病院の機能強化を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × 24 10 34 不採択

【凡例】　議案等番号…○数字は知事提出議案、●数字は議員提出議案
　　　　 賛否欄…「○」賛成、「×」反対、「議」議長。
　　　　 ※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成であれば「○」、反対であれば「×」と記載した。

議決結果…議案は「可決」「否決」「同意」「承認」「認定」等の区分による。
　　　　…請願・陳情は「採択」「趣旨採択」「不採択」「研究留保」の区分による。
　　　　　　　※陳情に（措置済）と記載があるものは、国又は執行部等において
　　　　　　　　措置済みのため願意が概ね実現されており、議会として重ねて措
　　　　　　　　置を講じる必要がないことを理由とするもの。

請願・陳情の詳しい結果は
こちらからご覧いただけます⇒
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とっとり県議会だより

令和４年２月定例会付議案等議決結果
賛否が分かれた議案

自由民主党 自由民主党 会派民主 公明党 無所属
賛
成
者
数

反
対
者
数

表
決
者
数

議決
結果

語
堂　
正
範

常
田　
賢
二

川
部　
　
洋

松
田　
　
正

藤
井　
一
博

鹿
島　
　
功

山
口　
雅
志

安
田　
由
毅

中
島　
規
夫

福
田　
俊
史

藤
縄　
喜
和

斉
木　
正
一

浜
崎　
晋
一

西
川　
憲
雄

浜
田　
一
哉

内
田　
博
長

広
谷　
直
樹

内
田　
隆
嗣

野
坂　
道
明

島
谷　
龍
司

坂
野
経
三
郎

西
村　
弥
子

森　
　
雅
幹

尾
崎　
　
薫

浜
田　
妙
子

興
治　
英
夫

伊
藤　
　
保

福
間　
裕
隆

濵
辺　
義
孝

澤　
　
紀
男

銀
杏　
泰
利

山
川　
智
帆

福
浜　
隆
宏

由
田　
　
隆

市
谷　
知
子

議案等番号 件　　　　　　　名 議案に対する賛否

① 令和４年度鳥取県一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

⑤ 令和４年度鳥取県国民健康保険運営事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県手数料徴収条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 鳥取県警察手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

� 財産を無償で譲渡すること（県営住宅隼団地）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 可決

❸ 国民の祝日「海の日」の７月20日への固定化を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × 31 3 34 可決

議案等番号 件　　　　　　名 委員長報告 委員長報告に対する賛否

陳情４年- １
（子育て・人財）鳥取県高校生等通学費助成制度について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × 31 3 34 不採択

陳情４年- ２
（商工労働）

ゆうちょ銀行業務におけるユニバーサルサービスと利用者の利便性の維
持に係る意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 33 1 34 不採択

陳情４年- ３
（総務） 「とっとり電子申請サービス」の対象項目と、電子申請の活用について 不採択

（措置済） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26 8 34 不採択 
（措置済）

陳情４年- ４
（危機管理） 島根原子力発電所２号機の早期再稼働の了解について 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ × × 23 11 34 採択

陳情４年- ５
（商工労働） 最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書の採択について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × 24 10 34 不採択

陳情４年- ７
（危機管理）

原発災害時の屋内退避中の支援体制に関する住民への具体的な説明につ
いて

不採択
（措置済） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ × ○ × × 23 11 34 不採択 

（措置済）

陳情４年- ８
（総務） 鳥取県におけるパートナーシップ制度の制定について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × ○ × × 20 14 34 不採択

陳情４年- ９
（総務） 憲法第24条第１項の解釈を明確にするための意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × 24 10 34 不採択

陳情４年-10
（福祉保健） 国立病院の機能強化を求める意見書の提出について 不採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × 24 10 34 不採択

【凡例】　議案等番号…○数字は知事提出議案、●数字は議員提出議案
　　　　 賛否欄…「○」賛成、「×」反対、「議」議長。
　　　　 ※請願・陳情は、委員長報告に対して、賛成であれば「○」、反対であれば「×」と記載した。

議決結果…議案は「可決」「否決」「同意」「承認」「認定」等の区分による。
　　　　…請願・陳情は「採択」「趣旨採択」「不採択」「研究留保」の区分による。
　　　　　　　※陳情に（措置済）と記載があるものは、国又は執行部等において
　　　　　　　　措置済みのため願意が概ね実現されており、議会として重ねて措
　　　　　　　　置を講じる必要がないことを理由とするもの。
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議会中継について議会中継について
　鳥取県議会では､本会議､常任委員会､特別
委員会等をインターネットで配信 ( ライブ・
録画 ) しています！パソコンのほか、スマー
トフォン・タブレットからもご視聴できます。

本会議のインターネット中継画面

本会議

委員会等

ケーブルテレビ

過去の中継は
会議名・議員名・用語

から検索できます。

「ライブ中継を見る」を
クリックすればすぐに

中継が見られます。

「ライブ中継を見る」を
クリックすればすぐに

中継が見られます。

鳥取県議会インターネット中継

ライブ中継を見る 委員会の日程から選ぶ
（録画映像）・録画映像
の検索（録画映像）

過去の委員会の
録画映像が見られます。 

※会議録をホームページに
掲載するまで

鳥取県議会委員会等
インターネット映像配信

県内のケーブルテレビ各局では､本会議中継を､
開会(朝10時)から散会まで生放送しています｡
また、同日の夜に再放送も行っています。

ご加入されている局

NCN
（日本海ケーブル

ネットワーク）

IPP
（鳥取テレトピア）

112ch 20 時～

20 時～

19 時～

なし

112ch

121ch

332chCCO
（中海テレビ放送）

TCC
（鳥取中央有線放送）

放送エリア チャンネル 再放送

鳥 取 市
岩 美 町
倉 吉 市
三 朝 町

鳥 取 市

米 子 市
境 港 市
日吉津村
伯 耆 町
大 山 町
南 部 町
日 野 町
日 南 町

湯梨浜町
北 栄 町
琴 浦 町

発行日／令和４（2022）年６月1日
編集・発行／鳥取県議会　〒680-8570 鳥取市東町1丁目220

☎0857-26-7460　FAX0857-26-7461　e-mail : gikaisoumu@pref.tottori.lg.jp
12

期　日 日　　程
5月31日（火） 本会議（開会・提案理由説明）
6月 1日（水） 常任委員会

2日（木） 本会議（代表質問）
6日（月）

本会議（一般質問・質疑）
7日（火）
9日（木）

10日（金）
14日（火）
15日（水）
17日（金） 常任委員会
20日（月） 特別委員会
21日（火） 本会議（採決・閉会）

※ 日程は変更の可能性があります。
※ 午前10時開始の予定です。

　平素より「とっとり県議会だより」に関心を持っ
て頂き感謝申し上げます。新年度を迎え、２カ月が
過ぎ忙しい日々が続いていることと考えます。今後
も県議会の動向に興味を持って頂けるような広報紙
を作成するため、頑張って参ります。 （広報委員Ｇ）

県議会からのお知らせ
information

あ　と　が　き

５月定例会の日程案

鳥取県議会
ホームページ▶


